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会長挨拶� 深澤　佳世子　会長

　皆さまこんにちは。

　今日からは通常例会となります。

　これからもずっと続きますように願うばかりです。気を抜

かずやってまいりましょう。

　今月は米山月間です。先日米山奨学会からきたメールをご

披露いたします。

　６月24日の日経新聞「交遊多抄」で元米山奨学生であったウ

スビ・サコさんの寄稿が掲載されました。このウスビ・サコ

さんは現在京都精華大学で学長をされております。

　タイトルは「低姿勢な父」父とはウスビ・サコさんの奨学生

時代のカウンセラー小野内さんのことです。

　「お金をもらいにクラブに行くと”世話人”なる男性が現れた。

家迄送ると言い、車の後部座席のドアを開けてくれる。この

奨学金は運転手までつくのか？と感心した」

　後に日本人女性と結婚する際も、小野内会員が実父かのよ

うに口添えしてくれたエピソードを経て、「マリでは企業の重

役は車の後部座席のドアを開けたりはしない。でも地元の名

士でもある小野内さんは大学院生の私にそうしてくれた」　「私

も今は学長という職にあるが、誰に対しても低姿勢でフラッ

トに接したい。」　文章は結ばれております。

　サコさんのように多くの米山奨学生はカウンセラーやロー

タリアンの振る舞いから学びます。

　コロナ禍が落ち着き、この事業の神髄である交流が各地で

再開される事を願わずにはいられません。というメールでし

た。

　皆様もチャンスが来ましたら是非

カウンセラーをお引き受け頂きたい

と思います。

　最後にお願いですが、次々年度会

長選出の時期が参りました。11月10

日位迄に自薦、他薦で立候補して頂

ければ嬉しく思います。

2020～21年度

　永年在籍表彰

　10年表彰　　益子　裕之 会員

　20年表彰　　加藤　雄樹 会員

　　　　　　　加藤　昭治 会員

　25年表彰　　曽根　　一 会員

　　　　　　　内山　智洋 会員

会務報告� 加藤　武志　幹事

①帯　広ＲＣ、家族野遊会開催のご案内

　日　時　　令和３年10月17日（日）　午前10時10分

　場　所　　㈲石山農場

②帯広南ＲＣ、夜間移動例会開催のご案内

　日　時　　令和３年10月25日（月）　午後５時30分

　場　所　　ディノスパーク帯広

③帯広東ＲＣ、移動例会開催のご案内

　日　時　　令和３年10月26日（火）　午後０時30分

　場　所　　とかち館

④帯広西ＲＣ、夜間例会開催のご案内

　日　時　　令和３年10月28日（木）

　　　　　　午後６時30分

　場　所　　北海道ホテル

⑤�帯広北ＲＣ、10月29日（金）の例会は、休会と致します。

⑥�例会終了後、定例理事会を開催致します。

委員会報告� 　

・ニコニコ献金

親睦活動委員会　高氏　英年 会員

●�深澤佳世子 会長　孫が一年振りに

来てナイタイ高原に行ってきました。

お天気も良く紅葉も素晴らしかった

です。

●�加藤　武志 幹事　約１年数ヶ月振りの会食付き例会の様

に思います。ニコニコします。

●�大塚　正昭 会員　先週の例会終了後市役所に行き、エコ

フレンズ（清掃ボランティア）の登録をしてきました。不法

投棄が少しでも減るように活動したいと思います。

●�上野　敏郎 会員　本日“よねやま”のお願いをさせて頂き

ます。宜しくお願い致します。

●�加藤　　肇 会員　皆さんご無沙汰しておりました。

第1736回例会　（令和３年10月19日㊋　於 ホテル日航ノースランド帯広）

会長／深澤佳世子
幹事／加藤　武志
会報編集 メディア委員長／池田　　誠

2021－2022年度
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を訪ねた時、福島喜三次はダラスＲＣの会員でした。米山梅

吉はダラスＲＣの例会に出席しＲＣの精神、奉仕の考えに心

を動かされたと考えられます。この考えに共感するきっかけ

は恩師本多庸一との出会いが大きかったと考えられます。

　福島喜三次は明治14年生まれで米山より少し年下となりま

す。昭和３年にダラスＲＣで日本人最初のロータリアンとな

ります。その後帰国する時に、大正９年にダラスＲＣの会長

に特命を受けて帰国しますが、その特命は東京ＲＣを創れと

言う特命でした。その後シカゴＲＣ国際連合会（現国際ロー

タリークラブ）から福島に全権委任状が届き大正９年６月30

日までに東京ＲＣを創れと言う内容でした。さっそく米山に

相談し大正９年10月20日24名の会員で米山梅吉会長、福島喜

三次幹事で東京ＲＣが創立されました。

　米山記念奨学会についてお話をさせて頂きます。

　古澤丈作は「“よねやま”の礎を築いた男」として豆辞典に掲

載されていますが、古澤丈作なくして、米山基金はなかったと

思います。古澤丈作は栃木県の出身で合名会社大倉会社（大倉

組）に入社後、日本製油の大連支店長として赴任し、昭和３年

に満州鉄道副総裁の松岡洋右を初代会長に招き大連ＲＣを設

立、初代副会長となりました。同じ年に地区がなかった日本に

日本、満州、朝鮮、樺太、千島、台湾をテリトリーとした第70地

区が初めて設置され、米山梅吉が初代ガバナーに就任しました。

その時に古澤丈作は「大連宣言」を作りました。この「大連宣言」

を米澤梅吉は高く評価しました。その後、昭和11年５月　第70

地区第８回年次大会で神戸ＲＣの直木太一郎から「大連ＲＣ

の大連宣言は、日本文として適切にロータリー精神をあらわ

しているから、これを第70地区の宣言にしたい」と提案されま

した。しかし米山は「ロータリーの地方分権を否定するもので

はないが、ロータリーは、国際組織である。どうしても保持さ

れなければならない何かがある。それは、ロータリーの綱領で

ある。大連宣言を第70区（日本ロータリー）の宣言（綱領）にす

るというのは、これを超えてしまい、国際ロータリーの組織を

はずれることになる。」と反論しました。結局、この提案は、議

論の末、綱領の変更ではなく、それを演義説明するものとして

利用するという扱いとなりました。

　その古澤が昭和27年に東京ＲＣで奨学金制度の提案をし「米

山基金」を作りその翌年にタイから奨学生第１号を招き入れ

ています。そのプロセスをへて現在の米山記念奨学会が成り

立っています。

　米山記念奨学金の寄付をお願いします。

米山梅吉記念館

閉会宣言� 益子　裕之　ＳＡＡ

点　　鐘� 深澤　佳世子　会長

次回プログラム予定� メディア委員会

令和３年10月26日（火）　移動例会　とかち館

「Ｍｙ．ＲＯＴＡＲＹについて」　池田 会員

・出席報告

　出席委員会　大塚　正昭 委員長

９月については例会中止のため100％

となります

10月12日　出席者　23名

プログラム� 米山記念奨学委員会　上野　敏郎 委員長

【米山の礎を築いた男、古澤丈作を知る】

　皆さんこんにちは。

　10月は米山記念月間です。お願いも

しながらお話させて頂きます。

　米山記念奨学会はなにをするところ

かと言う事は皆さんご存じのことと思

いますが、奨学事業をするため資金を

集め外国の方が日本の大学で勉強するための学生を支援する

目的で事業を行っております。

　皆様にお配りした豆辞典の中からかいつまんでお話をさせ

て頂きます。2021～21年度の米山給付金ですが、13億３千万

円をご寄付頂いております。運営全体の収入は約15億円とな

っております。これを全国の個人平均寄付額にすると約

１万５千円となります。北海道　道東地区については下がっ

てきますが、帯広の場合、５年前は約１万円皆様からご寄付

頂いておりますが、４年前は約１万500円、３年前は６千円

となりそれが７千円、８千円と盛り上がってきますが、現在

は９千円となっています。

　米山週間はもともと４月に事業を行っていましたが、10月

に米山週間から昭和58年に米山記念月間となりました。なぜ

４月から10月に移ったかと言いますと決算の関係ではないか

と思います。４月の米山週間ですと前年度の実態を皆様に周

知出来ないことがあったのとほとんどの大会が10月にありそ

こでの米山の事業報告をするためではないかと思います。な

ぜ週間が月間に変わったのかと言いますと推測ですが、期間

は短いより長い方がいいという事で変わったのではないかと

考えます。是非皆様のご協力をお願い致します。

　私たちは米山記念奨学会のことはよく知っているところで

すが、米山梅吉はどのような人物であったかを考えた時にあ

まり深く知らないと言うのが本音かと思います。短くお話し

させて頂きますが、米山梅吉は明治元年に静岡で生まれて、

30歳の時三井銀行で活躍することになりますが、三井信託銀

行発足時に大きな力を発揮された実業家であります。

　その人間性はどうであったかと言いますと、青山学院初等

科の前進である「緑岡小学校」を米山梅吉は自分で創って寄付

をしています。これに関して五つの人物像がありました。ま

ず一つ目は「噂話をうのみにしない」二つ目は「個人主義か利

己主義か見極める」三つ目は「肉親の親子でも成人の男女が一

つの部屋に入れることはならない」四つ目は「情思いやり筋道

利をもって対応する」五つ目は「仕事をせしめるは良いが悪質

なのは許さない」という事です。

　それでは、ロータリーと米山梅吉が関わるきっかけは、大

正６年米山梅吉が三井銀行常務の時に、日本政府の勅令で政

府特派財政経済委員に任命されアメリカに渡ります。テキサ

ス州ダラスの現地法人サザンプロダクツ社社長の福島喜三次


